
豊 中 市 立 第 五 中 学 校

6 月 10 日 第 11 号

2022 年 度 第 69 期 生

進 路 指 導 委 員 会 発 行

◆「高校を受験するということ」について

修学旅行が終わって、ココロもカラダもお疲れモードだとは思います。この週末に

しっかりリフレッシュさせて、「さあ、次は進路に向けてみんなでがんばろう」という

雰囲気を学年全体で作っていきましょう。

多くのみなさんは、なんとなく「中学校卒業後は高校へ進学するんだろうなぁ」と

思っているのが正直、現状ではないでしょうか。進路だより『羅針盤』では「高校説明

会情報」だけではなく、「進路を考えるときに大切にしてほしいこと」を中心にいろい

ろな角度からみなさんに投げかけ・問いかけを行っています。発行している先生の気持

ちや考えは少しでもみなさんに響いていたでしょうか。

さて、「高校へ進学する」ためには絶対に通らなければいけない、避けられない道が

あります。それは「受験」です。「そんなこと、分かっているわ」と言われそうですが、

あらためて「高校を受験するということ」について深く考える機会を６月１３日（月）

６限、箕面自由学園高等学校の田中良樹校長先生をお招きして講演いただくことで設け

たいと思っています。

主な話のポイントとして

① 「高校を受験する」ということはどのようなことなのか。

② 「受験勉強」をどうとらえるか。

③ 「楽しんで勉強する」ためにはどうすればよいのか。

④ おすすめの「勉強方法」は・・・。

田中校長先生をお招きしての講演は今年で５年目になります。毎年、「刺激になる」

「ハッと気づかされる」「よし、やってみようとなる」「とにかくがんばらなければと

なる」ようなお話をしてもらっています。６９期生のみなさんにもぜひ、メモを取りな

がら、耳と目とあたま、そして、ココロをフル活動させてお話を聴いてほしいと思って

います。

進学に必要な能力と意欲を持つ子どもたちが家庭事情や経済的理

由により進学をあきらめることなく、自らの能力や適性にあった進

路を自由に選択できるよう、経済的、精神的に支援していく制度で

す。申込書類は、希望者のみに８月下旬から９月上旬にかけて配布

しますので、できるだけ１学期末の懇談の際に「申し込みを考えて

いる」と担任に伝えてください。特に『入学金等の貸付のための入

学時増額奨学資金』は、中学校在学中しか申し込みができません。

ご注意ください。


